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し
み
ん
の

広
場広

報
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
平
成
26
年
度
は
５
名
の

方
が
活
動
し
ま
し
た
。
活
動
内
容
は
、
市
民
記
者

や
Ｃケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

Ａ
Ｔ
Ｖ
市
政
情
報
番
組
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
、
ブ
ロ
グ
、

T
ツ
イ
ッ
タ
ー

w
itter

、f

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

acebook

の
運
営
な
ど
で
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
は
、f

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

acebook

も
新
た
に
始
め
、

身
近
な
情
報
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　

新
し
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
蔵
王
山
展
望
台

や
赤
ち
ゃ
ん
の
４
カ
月
検
診
に
実
施
さ
れ
る
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
な
ど
の
取
材
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
市

政
情
報
番
組
や
ブ
ロ
グ
な
ど
で
紹
介
す
る
な
ど
、
年
間
を

通
し
て
積
極
的
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
は
、
市
民
目
線
で
市
民
の
皆

さ
ん
や
市
外
に
向
け
て
田
原
市
の
魅
力
を
伝
え
る
場
と
し

て
、
今
後
も
幅
広
い
情
報
、
明
る
い
話
題
を
皆
さ
ん
に
お

届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
田
原
市
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

「
広
報
た
は
ら
」の
紙
面
づ
く
り
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
へ
の
出
演
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
発
信
な
ど
、市
の
広
報
活
動
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

応
募
資
格
◉
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

※
公
務
員
や
公
職
に
あ
る
方
、高
校
生
を
除
く
。

活
動
内
容
◉
次
の
中
か
ら
希
望
す
る
も
の

❶
市
民
記
者（
取
材
・
記
事
作
成
）

❷
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ブ
ロ
グ
、Tw

itter

、facebook

な

ど
）を
活
用
し
た
情
報
発
信

❸
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
市
政
情
報
番
組
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

❹
イ
ベ
ン
ト
・
風
景
な
ど
の
撮
影

募
集
人
員
◉
７
名
以
内

募
集
期
間
◉
５
月
１
日
金
ま
で（
必
着
）

応
募
方
法
◉
応
募
用
紙
に「
氏
名
」「
性
別
」「
生
年
月
日
」「
住

所
」「
連
絡
先
」「
職
業
」「
応
募
動
機
・
抱
負（
１
０
０
文
字
以

内
）」「
参
加
し
た
い
広
報
活
動
」を
記
入
の
う
え
、直
接
持

参
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

※
応
募
用
紙
は
広
報
秘
書
課
で
配
布
の
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
任
意
の
用
紙
で

も
可
）

選
考
方
法
◉
意
欲
な
ど
を
考
慮
し
て
、市
の
選
考
に
よ
り
決
定

（
面
談
あ
り
）

発
表
◉
応
募
者
に
通
知
の
ほ
か
、広
報
に
も
掲
載

活
動
期
間
◉
平
成
28
年
３
月
末
ま
で　

謝
礼
◉
年
１
万
円

▼
広
報
秘
書
課　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

☎
22
局
０
１
３
８

23
局
１
６
９
１

 
koho@

city.tahara.aichi.jp
http

：//w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
市
民
の
方
に
市
の
広
報
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
平
成
20
年
度

か
ら
毎
年
公
募
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
26
年
度
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

市
民
目
線
で
市
民
に
情
報
発
信
！

　
『
田
原
市
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
』の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

◦広報サポーターが取材した蔵王山展望台◦広報サポーターfacebook

◦CATVナビゲーターの収録の様子
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▪
愛
知
ブ
ラ
ン
ド
企
業
と
は

　

愛
知
県
で
は
、
県
内
の
優
れ
た
モ
ノ
づ
く

り
企
業
を
愛
知
ブ
ラ
ン
ド
企
業
と
し
て
認
定

し
、
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内

外
に
愛
知
県
の
製
造
業
の
実
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。
愛
知
ブ
ラ
ン
ド
企
業
と
は
、
製
品

の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
会
社
の
理
念

や
、
技
術
や
製
品
に
対
す
る
独
自
の
強
み
、

社
会
や
環
境
へ
の
配
慮
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
調
査
し
、
評
価
委
員
に
よ
っ
て
認

定
さ
れ
ま
す
。
今
回
、
市
内
の
企
業
で
初
め

て
宮
川
産
業
株
式
会
社
が
愛
知
ブ
ラ
ン
ド
企

業
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

▪
ア
オ
サ
粉
っ
て
青
の
り
？

　

ア
オ
サ
粉
と
は
、
ア
ナ
ア
オ
サ
と
い
う
海

に
生
息
す
る
海
藻
を
乾
燥
さ
せ
て
細
か
く
砕

い
た
も
の
で
す
。
カ
ッ
プ
め
ん
や
お
好
み
焼

き
な
ど
に
ふ
り
か
け
る
青
の
り
と
し
て
売
ら

れ
て
い
ま
す
。

▪
ア
オ
サ
粉
で

　

日
本
一　

　

ア
オ
サ
粉
は
、

昔
は
漁
師
か
ら

厄
介
者
と
さ
れ

廃
棄
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
目
を
付

け
、
製
品
と
し
て

売
り
出
し
、
今
で

は
、
三
河
湾
で
日
本
の
生
産
量
の
９
割
以
上

を
占
め
、
日
本
に
3
社
し
か
な
い
ア
オ
サ
粉

生
産
会
社
が
す
べ
て
田
原
市
に
あ
る
の
で
す
。

▪
異
物
除
去
が
カ
ギ

　

宮
川
産
業
が
、愛
知
ブ
ラ
ン
ド
認
定
を
受

け
た
理
由
は
、異
物
除
去
技
術
で
す
。異
物
除

去
の
た
め
試
行
錯
誤
、技
術
革
新
を
繰
り
返

し
、最
新
鋭
の
設
備
や
30
以
上
も
あ
る
異
物

除
去
工
程
を
導
入
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、異
物
除
去
の
際
に
出
る
泥
は
、農
家

の
方
に
肥
料
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

▪
田
原
市
の
ア
オ
サ
粉
と
し
て

　

ア
オ
サ
粉
の
知
名
度
は
決
し
て
高
く
あ
り

ま
せ
ん
。地
元
ア
オ
サ
漁
師
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
に
も
、日
本
一
の
生
産
量

を
誇
る
こ
こ
田
原
市
か
ら
ア
オ
サ
製
品
を
田

原
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
発
信
し
、農
業
だ
け
で

な
く
漁
業
の
知
名
度
を
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

▼
宮
川
産
業
株
式
会
社

☎
32
局
０
０
３
２

投
稿

宮
川
産
業
株
式
会
社

愛
知
ブ
ラ
ン
ド
企
業
認
定

　

海
の
厄
介
者
で
田
原
を
日
本
一
に
！

　母の日にカーネーションを贈ることは全国的に定着している
習慣となっていますが、近年では母の日の贈り物も多様化して
きており、花を贈る方も少なくなってきています。田原市では
母の日に向けて４月にカーネーションの出荷のピークを迎えま
す。赤に限らず、さまざまな色があるのもカーネーションの魅
力です。贈られる方のイメージにあった花色を選んでみるのも
よいかもしれませんね。５月３日（日・祝）にサンテパルクたはら

で開催される農業祭で「母の日アレンジ」の花育教室が行われます。カーネーションを使った
フラワーアレンジを体験することができますので、ぜひご参加ください。

◉母の日にはカーネーションを

10

▶農政課 ☎23局3517

4月の
カーネーション
（花／出荷時期：10月～6月）

色が豊富な花で、県内１位
の生産量、約６００万本出
荷されています。

花ことば
母への愛、生きた愛情

エレモフィラ・ニベア
（鉢花／出荷時期：3月～5月）

白い葉っぱと紫の花がか
わいらしい花で、約５万鉢
出荷されています。

花ことば
瞳の佳人

│ 3 │　　　　　　　　　　　　　平成 27 年 4 月15 日
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地
域
の
話
題

神
戸
校
区

〝
じ
ゃ
ま
も
の
〟の
竹
を
価
値
あ
る
竹
炭
へ

竹
の
繁
茂
に
よ
り
荒
廃
が
進
む
里
山
。

そ
の
竹
を
伐
採
し
、竹
炭
に
す
る
活
動
を
し
て
い
る

神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

荒
廃
が
進
む
里
山

　

竹
が
繁
茂
し
、
荒
廃
が
進
む
里
山
。
そ

の
里
山
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
竹
炭
づ
く
り
の
活
動
は
始
ま
り
ま

し
た
。

　
「
神
戸
校
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」

で
、「
里
山
保
全
を
兼
ね
て
竹
を
伐
採
し
、

竹
炭
を
作
製
す
る
」
を
主
要
施
策
の
１
つ

と
し
て
掲
げ
、
平
成
19
年
度
か
ら
、
校
区

が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

手
づ
く
り
の
炭
焼
き
窯
が
完
成

　

竹
は
あ
っ
て
も
、
炭
焼
き
の
た
め
の
窯

が
な
け
れ
ば
、
竹
炭
は
で
き
ま
せ
ん
。
活

動
の
始
ま
り
は
、
炭
焼
き
窯
を
つ
く
る
と

こ
ろ
か
ら
。
場
所
を
神
戸
大
池
の
ほ
と
り

に
決
め
、
専
門
家
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
当
時
の
役
員
と
有
志
で
協
力
し
合
っ

て
、
手
づ
く
り
の
炭
焼
き
窯
が
完
成
し
ま

し
た
。

竹
炭
が
で
き
る
ま
で

　

竹
炭
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
も
、
竹
が
す

べ
て
燃
え
て
灰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

炭
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
り
と
、
最
初
は

失
敗
の
連
続
で
し
た
が
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
る
中
で
コ
ツ
を
つ
か
み
、
な
ん
と
か
竹

炭
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
回
の
炭
焼
き
で
必
要
な
竹
は
、
約
８

ｍ
の
長
さ
で
約
１
６
０
本
。
そ
れ
を
70
㎝

の
長
さ
に
切
り
、
５
分
の
１
ぐ
ら
い
に
割

り
、
節
を
取
っ
て
、
す
き
間
な
く
窯
に
入

れ
ま
す
。
火
を
入
れ
た
ら
、
２
昼
夜
、
交

代
で
火
を
見
守
り
な
が
ら
、
窯
の
温
度
を

調
整
し
続
け
ま
す
。
火
を
消
し
た
後
、
３

週
間
程
度
待
つ
と
、竹
炭
が
完
成
し
ま
す
。

　

竹
林
に
は
、
竹
炭
に
向
か
な
い
細
い
竹

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
竹
も
な
ん
と
か

し
な
い
と
、
竹
林
は
荒
れ
た
ま
ま
で
す
。

そ
こ
で
、
購
入
し
た
の
が
粉
砕
機
。
竹
炭

に
で
き
な
い
竹
は
、
機
械
で
チ
ッ
プ
状
に

し
て
、
そ
れ
を
竹
林
に
敷
き
、
自
然
に
帰

す
こ
と
で
、
里
山
の
再
生
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

価
値
の
あ
る
も
の
へ

　

竹
炭
と
、
竹
炭
の
副
産
物
で
あ
る
竹
酢

液
は
、
花
壇
や
家
庭
菜
園
で
、
土
壌
改
良

や
消
毒
な
ど
に
も
利
用
で
き
る
と
好
評
。

〝
じ
ゃ
ま
も
の
〟
の
竹
は
竹
炭
や
竹
酢
液

と
な
り
、
校
区
の
方
に
と
っ
て
価
値
の
あ

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▪
参
加
者
募
集
中

　

竹
の
伐
採
作
業
な
ど
に
は
、
人
手
が
必
要

で
す
。
里
山
再
生
だ
け
で
な
く
、
参
加
者
同

士
の
交
流
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
竹
炭
づ

く
り
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
神
戸
市
民
館
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲竹を割り、節を取る作業の様子 ▲手作りの炭焼き窯に竹をすき間なく並べます

神戸校区

田原市役所

三河田原 神戸 豊島
やぐま台

杉山

老津

259

259

42

42

神戸市民館259

渥美支所 赤羽根市民センター

神戸小
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ＮＰＯ法人たはら国際交流協会
外国人のための「にほんご教室」

たはら国際交流協会では、年間を通じて外国人のための「にほ
んご教室」を開催しています。

　現在、田原市には約１３００人の外国出身の方々が暮らしています。そ
の方々が気軽に日本語を勉強できる場を提供するために、毎週金曜日の午
後と日曜日の午前に、いつからでも参加できる教室を田原文化会館内で
行っています。内容は、日常会話から日本語能力検定試験受験のための勉
強など、受講者それぞれのレベルに合わせて学んでいます。
　教えるのは日本人のボランティアスタッフで、専門的な知識を持った人
から学生、普通の主婦までさまざまです。また、協会のイベントや花見な
どの季節の行事、お祭りにはみんなで参加します。
　６月から渥美地区での開催も予定しています。興味のある方は、ぜひボ
ランティアスタッフとしてご参加ください。

お問い合わせ 　特定非営利活動法人たはら国際交流協会（田原文化会館１階）
　　　　　　　　　　　☎ 22 局 2622 info@tahara-tia.jp

市民活動紹介

平成 26 年度市民協働関連補助事業の採択を受けた８団体の事
業成果の報告会が３月 13 日（金）に田原文化会館で開催さ

れました。
　「市民協働まちづくり事業補助金」に採択された５団体、「市民
活動向上事業補助金」に採択された１団体、「市民活動チャレン
ジ支援補助金」に採択された２団体が、どのような事業を行い、
より良いまちづくりにつなげたかなどの成果を、パワーポイント
などを使って報告しました。
　団体関係者のほか、市民協働まちづくり会議委員、市役所関係
課職員など約 50 名が参加し、団体の報告に熱心に耳を傾けてい
ました。▲報告会の様子

◉補助金採択団体一覧

平成26年度市民協働関連補助金事業報告会支援制度活用

団体名 事業名 補助金
アースデイたはら アースデイたはら２０１４

市民協働まちづくり事業補助金

女性会議ウィットＷＩＴ 地域がかかえる問題点を考える事業

渥美半島の里海を美しくする会 里海ビーチクリーン

ＮＰＯ木遊びまごまごネット 子どもの健全育成を図る事業

清田・福江校区クリーンアップ隊 渥美半島おもてなし道路清掃活動事業

あつみ NPO ネットワーク 出会って　深めて　広がって…ネットワーク事業 市民活動向上事業補助金

田原リレーマラソン実行委員会 第１回田原リレーマラソン大会
市民活動チャレンジ支援補助金

渥美青年経済研究会 西のハトバデーナイト in 伊良湖

▲にほんご教室の様子

▲お花見イベント

☎ 22局 1111（内線812）※開設時間のみ
 23 局 0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/

田原市民活動支援センター メールマガジン配信中です！
センターから市民活動に関する新鮮な情報を
随時、お届けします。配信ご希望の方は、メー
ル本文に「メール配信希望」とご記入の上、
左記センターアドレスへメール送信ください。

市民活動を応援するページ
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学校生活の
一コマを紹介

79

卒業記念、自分の思いを一文字書に

　泉小学校の６年生は２月に卒業記念として一文字書を行
います。穂長14cmの太筆で50cm四方の色紙に漢字一文字を
大書します。今年も、東三河を代表する書家の佐藤貴久江さ
んをはじめ、４名の先生にご指導いただきました。
　海のように広くて大きな心をもちたいから「海」、正直な気
持ちをもって中学校へ進学するために「心」など、子どもたち

は自分ならではの一文字を決めて書きました。他
に「友」「志」「希」「努」「信」などの字があり、それぞ
れから自分の思いが伝わってきました。筆や色紙
が大きいのでどの子も初めは緊張気味でした。
　しかし、筆をゆっくり運んで書いているうち
に、気持ちを込めたり楽しんだりする余裕も感じ
られるようになってきました。
　書き上げた後は、消しゴムで作った自作の落

らっかん

款
を色紙に押しました。白い部分のどこに印を押せ
ばよいのか、自分の書と向き合ってじっと考えて
いる児童の姿が見られました。
　卒業式には体育館の壁に、一人一人の書が飾ら
れました。

泉小学校　「書に親しむ会」

　　福江の海で採れるノリは、福江の宝

　福江小学校では、長い間、地域在住の高橋信夫さんの指導
のもと、黒ノリ作りに取り組んできました。
　10月、黒ノリ作りは竹打ちから始まります。海の底に機械で穴
をあけ、その穴に網を張るための竹を打ち込みます。11月、種が
小さなノリとして育ち始めた網をみんなで張り、冷たい海での黒ノ
リの成長を祈りました。１月には、北風が冷たく吹く中、収穫が始ま
ります。子どもたちは「手がしびれる」と言いながらも、ざるが山盛
りになるほどのノリを収穫しました。翌日は、親子でノリすき体験を
しました。ノリのみそ汁を会食し、自分たちの手で育てた海の幸
を親子で味わいながら、海の恵みに感謝する会になりました。
　感想には、「ノリを１枚作るのも大変なのに、これを何百枚も
作ることは大変だと思いました。でも、福江の海で採れるノリは、
福江の宝であり、いつまでもきれいな海を守っていきたいと思いま
した」といったものがありました。子どもたちが、ふるさと「福江の
海」の素晴らしさを実感した学習になりました。

福江小学校　「ノリの学習」

●学校教育課☎２３局３６７９

　今回は、小学校での「ノリの学習」と「書に親しむ会」の様子を
ご紹介します。

▲ノリの収穫の様子（写真上）とノリすき体験の
様子。高橋さんが優しく指導してくれました

▲強く筆を入れる児童（写真上）
　それぞれが書いた一文字とともに記念撮影（写真下）

平成 27 年 4 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 6 │



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

3

4

　

春
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、漆
田
・
第

一
・
東
部
・
赤
羽
根
保
育
園
で
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
、計
３
４
０
名
の
園
児
が
参
加
し
ま
し
た
。音

楽
に
合
わ
せ
て
拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に「
火
の
用
心
」を
呼
び
か
け
る
園

児
た
ち
に
、道
行
く
人
は
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
の
安
全

火
の
用
心
！

3
月
11
日［
水
］

▲法被姿で防火を呼びかける赤羽根保育園の園児たち

　

田
原
市
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
大
会
が
渥
美
運
動
公

園
屋
内
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。年
齢
や
性
別

に
関
係
な
く
競
い
合
え
る
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
人
気
が

あ
り
、市
内
か
ら
15
チ
ー
ム
約
２
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。参
加
者
は
、仲
間
と
声
を
掛
け
合
い
な
が

ら
駆
け
回
り
、さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

勝
利
へ
の
カ
ギ

３
月
22
日［
日
］

　

田
原
福
祉
専
門
学
校
入
学
式
が
行
わ
れ
、27
名

が
入
学
し
ま
し
た
。地
域
行
事
へ
参
加
し
た
り
、手

作
り
の
学
園
祭
へ
地
域
の
方
を
招
い
た
り
す
る
な

ど
、市
民
の
皆
さ
ん
と
接
す
る
機
会
が
多
い
同
校

の
学
生
た
ち
。田
原
市
の
静
か
な
環
境
の
中
で
、介

護
福
祉
士
の
国
家
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

「
た
っ
ぷ
く
」生
の

学
生
生
活
が
始
ま
る

４
月
２
日［
木
］

▲新入生へ式辞を述べる山田貴三校長

▲布製のディスクの行方に集中します
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◉
も
や
せ
る
ご
み
の
中
に
は
、

分
け
れ
ば
資
源
と
な
る
紙
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
な
ど
が
多
く
入
っ
て
い
ま

す
。

　

◦
Ａ
４
の
コ
ピ
ー
用
紙
１
枚　

約
４
ｇ

　

◦
新
聞
紙
１
日
分　

約
２
０
０
ｇ

　

◦
シ
ャ
ン
プ
ー
の
ボ
ト
ル
１
本　

約
70
ｇ

　

◦
卵
の
パ
ッ
ク
１
個

　
　

約
16
ｇ

　

◦
１
ℓ
の
牛
乳
パ
ッ
ク

　
　

１
個　

約
30
ｇ

◉
食
べ
残
し
や
調
理
く
ず
な
ど
の
生
ご
み

も
多
く
の
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
食

事
の
作
り
過
ぎ
や
食
材
の
買
い
過
ぎ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

ま
た
、
捨
て
る
前
に
し
っ
か
り
水
切

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

◦
ご
は
ん
一
膳
（
大
人
）

　
　

約
１
５
０
ｇ

　

◦
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
１
枚

　
　

約
50
ｇ

　

◦
に
ん
じ
ん
（
中
）
１
本

　
　

約
１
０
０
ｇ

◉
マ
イ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
箸
な
ど
の
繰
り
返

し
使
用
で
き
る
も
の
を
使
用
す
る
こ
と

で
、余
分
な
ご
み
が
出
な
く
な
り
ま
す
。

　

◦
レ
ジ
袋
（
10
ℓ
）
１
袋　

約
10
ｇ

　

◦
割
り
箸
１
膳　

約
５
ｇ

　

も
や
せ
る
ご
み
を
１
人
１
日
あ
た
り
１

ｇ
減
ら
す
だ
け
で

も
、
田
原
市
全
体

で
実
施
す
る
と
年

間
約
23
ｔ
と
大
き

な
減
量
に
つ
な
が

り
ま
す
。
小
さ
な

も
の
か
ら
で
も
、
買
い
方
・
捨
て
方
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
廃
棄
物
対
策
課

☎
23
局
３
５
３
８

23
局
０
１
８
０

苗
と
苗
の
間
は
、
30
㎝
程
度
空
け
ま
す
。

◉
ネ
ッ
ト
を
張
る
（
６
月
～
）

　

ネ
ッ
ト
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
や
手
す
り
な
ど

し
っ
か
り
張
っ
て
結
び
ま
す
。
固
定
す
る
場

所
が
な
い
と
き
は
、
支
柱
を
立
て
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
応
援
す
る
た
め
、
緑

の
カ
ー
テ
ン
を
設
置
す
る
市
民
の
方
々
に

ゴ
ー
ヤ
の
種
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
く
る
？

緑
の
カ
ー
テ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

　

田
原
市
で
は
、
夏
季
の
省
エ
ネ
対
策
と

し
て
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ゴ
ー
ヤ
を
使
っ
た
緑
の
カ
ー

テ
ン
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

◉
土
を
つ
く
る
（
４
月
）

　

プ
ラ
ン
タ
ー
の
底
に
鉢
底
石
を
敷
い

て
、
そ
の
上
か
ら
園
芸
土
や
腐
葉
土
を
混

ぜ
て
作
っ
た
土
を
入
れ
ま
す
。

◉
種
を
ま
く
（
４
月
～
５
月
）

　

ビ
ニ
ー
ル
ポ
ッ
ト
に
種
を
２
、３
粒
ま

き
ま
す
。
ゴ
ー
ヤ
の
種
は
、
芽
が
出
や
す

い
よ
う
に
先
端
を
カ
ッ
ト
し
て
、
一
晩
水

に
つ
け
た
も
の
を
植
え
ま
す
。

◉
苗
を
植
え
る
（
５
月
～
６
月
）

　

芽
が
出
て
、葉
の
数
が
４
、５
枚
に
な
っ

た
ら
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
替
え
ま
す
。

　

田
原
市
ご
み
処
理
基
本
計
画
で
は

平
成
38
年
度
ま
で
に
、家
庭
か
ら
出
る

ご
み
量
を
１
人
１
日
あ
た
り
３
６
０
ｇ

に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

目
標
達
成
に
は
平
成
25
年
度
の
ご
み

量
か
ら
１
人
１
日
あ
た
り
１
６
６
ｇ
減

量
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。具
体
的
に

何
を
ど
の
く
ら
い
減
ら
し
た
ら
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？
今
回
は
、身
近
な
も
の
の

重
さ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

❖
配
布
期
間

　

４
月
15
日
～
５
月
29
日
（
平
日
の
業
務

時
間
内
）

❖
配
布
対
象

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
で
「
た
は
ら
エ
コ

チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
」
に
登
録
さ
れ
た
方

❖
配
布
方
法

　

市
役
所
環
境
政
策
課
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◦
窓
口
に
て
「
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ

宣
言
」
の
登
録
も
可
能
で
す
。

◦
な
く
な
り
次
第
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
（
先
着
１
０
０
名
）。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
７
９
人
・
事
業
所
44
カ
所（
３
月
末
現
在
）

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

31

106
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13

（
新
）田
原
市
防
災
マ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
し
た

しろ
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、〝
し
ろ
ち
ゃ
ん
〟で
す
。

田
原
市
で
は
、
昨
年
11
月
に
愛
知

県
が
発
表
し
た

津
波
浸
水
想
定

を
基
に
、「
田
原

市
防
災
マ
ッ
プ
」

を
新
し
く
作
成

し
、前
号
の
広
報

た
は
ら
と
一
緒

に
配
布
し
ま
し

た
。
今
回
は
、そ

の
主
な
変
更
点
に

つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
あ
ら
た
め

て
お
住
ま
い
の
地

区
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▪
主
な
変
更
点

◦
津
波
浸
水
想
定
区
域
の
拡
大

　

こ
れ
ま
で
の
マッ
プ
に
比
べ
て
区
域
が
拡

大
し
ま
し
た
。
浸
水
被
害
が
心
配
さ

れ
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
避
難
で
き
る

よ
う
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◦
津
波
避
難
対
象
区
域
の
拡
大

　

津
波
浸
水
想
定
区
域
の
拡
大
に
伴
い
、

避
難
対
象
区
域
も
拡
大
し
ま
し
た
。

◦
風
水
害
避
難
所
の
掲
載

　

台
風
な
ど
の
際
に
避
難
所
と
な
る
市

内
20
カ
所
の
風
水
害
避
難
所
の
場
所

と
連
絡
先
を
掲
載
し
ま
し
た
。

◦
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
拡
大

　

こ
れ
ま
で
の
マッ
プ
に
比
べ
て
区
域
が
拡
大

し
ま
し
た
。
近
年
、
集
中
豪
雨
な
ど
に

よ
る
土
砂
災
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
危

険
な
区
域
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▪
注
意
点

◦
津
波
避
難
対
象
区
域
の
外
で
も
、
津

波
が
襲
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
津
波
警
報
や
大
津
波
警
報
が
発

表
さ
れ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
安
全
な

高
台
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◦
津
波
被
害
が
心
配
さ
れ
る
地
区
で
作

成
し
て
い
る
「
地
震
・
津
波
避
難
マ
ッ

プ
」
に
つ
い
て
も
順
次
更
新
し
、
該
当

地
区
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８
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▶街づくり推進課 ☎23局3535

◉企業と連携した美しい景観づくり
   「田原菜の花プロジェクト」
　渥美半島を車で走っていると、鮮やかな黄色の菜
の花畑がある風景に出会うことがあります。今回は、こ
の菜の花をキーワードに、企業と連携した美しい道路
景観づくりについてご紹介します。
　アイシン・エィ・ダブリュ（株）は、道を舞台とした
地域ならではの魅力づくりや、自然、歴史、文化など
の資源を活かした美しい景観づくりに取り組む日本風

景街道「渥美半島菜の花
浪漫街道」の活動に協力し
ています。平成 22 年度か
ら「田原菜の花プロジェクト」
を開始し、ＮＰＯ法人田原菜
の花エコネットワークや愛知

海運産業（株）、田原市と協力しながら、光崎交差
点の道路の緑地帯を活用した美しい景観づくりに取り
組んでいます。
　平成 26 年度は、清掃活動も兼
ね、５月にヒマワリの種まき、８月に
菜の花の種まき、１月に菜の花の
収穫を行いました。始めたころは石
ころが多く、雑草が生い茂る荒地
でしたが、社員や家族の皆さんの
丹精込めた作業で見事な菜
の花畑に生まれ変わりました。
11 月に開催された中部・北陸
実業団対抗駅伝競走大会で
は、沿道を華やかに彩りまし
た。

▲満開のヒマワリ

▲菜の花の収穫▲菜の花の種まき



　

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に
、
鈴
木
敏
代

さ
ん
（
加
治
町
）
が
法
務
大
臣
か
ら
再
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
27
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２

23
局
３
５
４
５

募
集

W
A
N
TED

流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

一
斉
調
査
参
加
者

▼
対
象
＝
市
内
の
２
名
以
上
で
構
成
す
る

グ
ル
ー
プ
（
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
含

む
場
合
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
調
査
期
間

＝
６
月
５
日
（
環
境
の
日
）
か
ら
９
月
下

旬　

▼
内
容
＝
身
近
な
水
辺
（
河
川
・
湖

沼
・
海
・
水
路
・
た
め
池
な
ど
）
で
水
質
、

水
量
、
生
態
系
な
ど
を
調
べ
て
調
査
結
果

を
報
告　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
主
催
＝

尾
張
・
西
三
河
・
東
三
河
地
域
水
循
環
再

生
地
域
協
議
会　

▼
申
し
込
み
＝
５
月
15

日
（
金
）
ま
で
に
環
境
政
策
課
の
窓
口
に

あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
提
出

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
３
５
４
１

23
局
０
１
８
０

長
野
県
宮
田
村

り
ん
ご
の
木
オ
ー
ナ
ー

　

田
原
市
と
友
好
提
携
を
結
ん
で
い
る
宮

田
村
の
Ｊ
Ａ
上
伊
那
宮
田
支
所
が
「
り
ん

ご
の
木
オ
ー
ナ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
甘
い
蜜
の
入
っ
た

「
サ
ン
ふ
じ
」
を
収
穫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
サ
ン
ふ
じ
Ａ
〕
価
格
＝
２
万
５
８
０
０
円

（
税
込
み
）
／
数
量
＝
１
８
０
個
保
証

〔
サ
ン
ふ
じ
Ｂ
〕
価
格
＝
３
万
９
６
０
０
円

（
税
込
み
） 

／
数
量
＝
３
０
０
個
保
証

〔
サ
ン
ふ
じ
Ｃ
〕
価
格
＝
１
万
５
５
０
０
円

（
税
込
み
） 

／
数
量
＝
１
０
０
個
保
証

▼
申
し
込
み
＝
Ｊ
Ａ
上
伊
那
宮
田
支
所
に

直
接
電
話
に
て
（
申
し
込
み
が
予
定
本
数

に
達
し
し
だ
い
、募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。）

▼
Ｊ
Ａ
上
伊
那
宮
田
支
所
営
農
経
済
課

☎（
０
２
６
５
）84
局
１
２
０
１ 

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座　

受
講
生

　

点
字
図
書
館
「
明
生
会
館
」
で
点
訳
・

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

▪
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

▼
日
時
＝
５
月
19
日（
火
）～
平
成
28
年
３

月
1
日
（
火
）の
毎
週
火
曜
／
午
前
10
時

～
正
午
／
全
30
回　

▼
内
容
＝
表
記
法
、

点
訳
技
術
、
点
訳
実
技
な
ど

▪
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

▼
日
時
＝
５
月
29
日（
金
）～
平
成
28
年
３

月
18
日
（
金
）の
毎
週
金
曜
／
午
前
10
時

～
正
午
／
全
22
回　

▼
内
容
＝
正
し
い
発

音
、
音
訳
技
術
、
音
訳
実
技
な
ど

◉
共
通
事
項

▼
対
象
＝
明
生
会
館
で
点
字
・
音
訳
図
書

製
作
に
取
り
組
む
意
思
の
あ
る
お
お
む
ね

60
歳
未
満
の
方　

▼
場
所
＝
点
字
図
書
館

明
生
会
館　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

実
費
）　

▼
申
し
込
み
＝
５
月
８
日
（
金
）

ま
で
に
電
話

▼
点
字
図
書
館
明
生
会
館

☎（
０
５
３
２
）52
局
２
６
１
４

２
０
１
５
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

伊
良
湖
大
会　

参
加
選
手

▼
日
時
＝
９
月
６
日（
日
）　

▼
競
技
距
離

＝【
Ａ
タ
イ
プ
】
91
・
25
㎞
（
ス
イ
ム
２
・

25
㎞
・
バ
イ
ク
70
㎞　

ラ
ン
19
㎞
）【
Ｂ

タ
イ
プ
】
53
・
５
㎞
（
ス
イ
ム
１
・
５
㎞
・

バ
イ
ク
42
㎞
・
ラ
ン
10
㎞
）　

▼
募
集
人

数
＝
各
タ
イ
プ
５
０
０
人
※
申
込
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。（
田
原

市
民
の
方
は
優
先
さ
れ
ま
す
）

▼
参
加
費
＝【
Ａ
タ
イ
プ
】
２
万
６
０
０
０
円

【
Ｂ
タ
イ
プ
】
２
万
３
０
０
０
円　

▼
申
込

期
間
＝
４
月
13
日（
月
）～
５
月
10
日（
日
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
運
営
事

務
局
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
）

☎
36
局
６
８
８
２

http://w
w

w
.irago-triathlon.jp/

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局（
田
原
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
）

☎
23
局
３
５
３
１

人
権
擁
護
委
員 募
集

W
A
N
TED
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ま
ち
の
環
境
美
化
対
策

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム（
里
親
制
度
）

　

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム（
里
親
制
度
）は
、

市
民
と
市
が
協
力
し
合
い
、
市
が
管
理
す

る
道
路
、
公
園
、
河
川
な
ど
の
公
共
施
設

を
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
っ
て
管
理

す
る
制
度
で
す
。
道
路
や
公
園
、
河
川
な

ど
を
養
子
と
み
な
し
、
親
が
子
ど
も
を
大

切
に
す
る
よ
う
に
、
清
掃
・
美
化
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
活
動
場
所

　

市
が
管
理
す
る
道
路
・
公
園
・
河
川
な

ど
の
公
共
施
設

◉
活
動
内
容

　

ご
み
の
収
集
、
除
草
、
樹
木
の
管
理
、

活
動
計
画
書
・
報
告
書
の
提
出

◉
支
援
内
容

環
境
美
化
に
必
要
な
物
品
（
ご
み
袋
、
軍

手
）
の
支
給
や
貸
し
出
し

希
望
者
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
名
称
を
表

示
す
る
サ
イ
ン
看
板
の
設
置

活
動
時
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
補
償

そ
の
他
活
動
に
必
要
な
事
項

◉
対
象
者

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
個
人
・

事
業
者
・
団
体

◉
申
し
込
み

　

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、維
持
管
理
課
へ
直
接（
申

し
込
み
用
紙
は
維
持
管
理
課
で
配
布
す

る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

◉
そ
の
他

　

申
し
込
み
後
に
、
市
と
協
議
し
て
「
合

意
書
」
を
交
わ
し
ま
す
。　

▼
維
持
管
理
課

☎
23
局
４
１
０
３

23
局
０
１
８
０

ijikanri@
city.tahara.aichi.jp 

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

生
活

LIFE

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

５
月
11
日
月
～
20
日
水

　

新
緑
が
鮮
や
か
な
こ
の
時
期
は
、
子

ど
も
た
ち
が
活
発
に
動
き
始
め
、
ま
た
、

高
齢
者
も
朝
夕
の
散
歩
や
外
出
の
機
会

が
増
え
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も

や
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
交
通
事
故
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
や
子
ど
も
に
対
す
る
思
い
や

り
運
転
の
励
行
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

や
交
通
モ
ラ
ル
の
向
上
に
努
め
、
交
通

事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◉
運
動
の
基
本

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
ろ
う

◉
取
り
組
み
重
点

◦
自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め
よ
う

◦
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

◦
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０

春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

５
月
11
日
月
～
20
日
水

　

平
成
26
年
中
の
田
原
市
の
犯
罪
発
生
状

況
は
、
住
宅
対
象
侵
入
盗
は
減
少
し
ま
し

た
が
、自
動
車
盗
な
ど
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

犯
罪
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、
自
ら
の

行
動
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ご
自
宅
な
ど
身
の
回
り

の
防
犯
対
策
が
し
っ
か
り
と
で
き
て
い
る

か
確
認
し
、
万
全
の
態
勢
を
日
常
化
で
き

る
よ
う
に
習
慣
付
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

ま
た
、
新
入
学
児
童
・
園
児
は
、
身
を

守
る
力
が
弱
い
た
め
、
保
護
者
を
は
じ
め

周
り
の
大
人
の
目
で
見
守
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

◉
運
動
重
点

◦
家
の
鍵
掛
け
、
窓
に
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を

貼
る
な
ど
の
対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う

◦
自
動
車
な
ど
の
鍵
掛
け
、
保
管
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

◦
振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

◦
子
ど
も
と
女

性
を
犯
罪
か

ら
守
ろ
う

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０

松
く
い
虫
か
ら
松
を
守
る

薬
剤
散
布
に
ご
協
力
を

　

松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
を
防
ぎ
、
森
林

の
保
護
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
次

の
と
お
り
薬
剤
の
空
中
散
布
を
実
施
し
ま

す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
実
施
に
お
い
て
は
細
心
の

注
意
を
払
い
ま
す
が
、
万
が
一
、
こ
の
薬

剤
散
布
に
よ
り
体
調
を
崩
さ
れ
た
場
合

は
、
農
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
日
時
＝
５
月
26
日
（
火
）
午
前
５

時
～
10
時
ご
ろ
※
雨
天
、
強
風
な
ど
の
場

合
は
延
期　

▼
散
布
区
域
＝
西
ノ
浜
一
帯

の
森
林
（
区
域
に
は
境
界
標
識
を
設
置
し

ま
す
）

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７
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郷土史編さん室 　36局6503

田原・赤羽根史現代編編集委員会

其の

5

　

宇
連
ダ
ム
着
工
以
来
19
年
の
歳
月
と

４
８
８
億
円
を
投
じ
た
豊
川
用
水
が
昭
和

43
年
に
完
成
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　

豊
川
用
水
事
業
と
と
も
に
、
渥
美
半
島

全
域
で
農
業
基
盤
整
備
を
中
心
と
す
る
農

業
の
近
代
化
が
図
ら
れ
、
渥
美
郡
は
日
本

有
数
の
施
設
園
芸
・
畑
作
農
業
地
帯
へ
と

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
正
10
年
、
鳳
来
寺
山
に
た
め
池
を
造

り
、
渥
美
半
島
ま
で
豊
川
の
水
を
引
く
こ

と
を
提
唱
し
、
実
現
に
向
け
て
尽
力
し
た

の
が
、
赤
羽
根
村
高
松
出
身
の
先
覚
者
・

近
藤
寿
市
郎
氏
で
し
た
。

　

右
の
地
図
は
、
昭
和
５
年
に
農
林
省
が

作
成
し
た
も
の
で
す
。
東
高
西
低
、
南
高

北
低
と
い
う
渥
美
半
島
特
有
の
台
地
地
形

を
生
か
し
て
、
先
端
部
ま
で
自
然
流
下
で

水
を
送
る
構
想
は
、
こ
の
時
、
既
に
で
き

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
幹
線
水
路
は
、
太

平
洋
岸
を
高
松
ま
で
通
し
、
そ
の
先
は
、

半
島
の
中
央
部
の
山
す
そ
の
北
側
を
通
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
万
場
た
め
池
か
ら
田

原
湾
干
拓
地
と
、
石
神
か
ら
福
江
湾
干
拓

地
へ
延
び
る
水
路
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

用
水
の
灌
漑
期
間
も
６
月
21
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
設
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
米

の
増
産
計
画
が
中
心
で
し
た
。

　

計
画
は
戦
時
体
制
に
よ
り
立
ち
消
え
に

な
り
ま
し
た
が
、
終
戦
後
に
『
豊
川
農
業

水
利
事
業
計
画
』と
し
て
復
活
し
ま
し
た
。

　

宇
連
ダ
ム
の
水
を
渥
美
半
島
だ
け
で
な

く
東
三
河
一
帯
に
も
、
大
野
頭
首
工
か
ら

東
西
の
幹
線
水
路
で
通
水
す
る
計
画
に
変

更
さ
れ
、
昭
和
24
年
か
ら
宇
連
ダ
ム
建
設

水
田
灌か

ん
が
い漑
か
ら
畑
地
灌
漑
へ

転
換
さ
れ
た
豊
川
用
水
計
画

が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
の
グ
ラ
フ
は
、
豊
川
用
水
計
画
に
見

る
受
益
地
面
積
の
推
移
で
す
。
昭
和
24
年

に
畑
地
灌
漑
が
加
え
ら
れ
、
佐
久
間
ダ
ム

か
ら
の
分
水
協
定
の
妥
結
、
大
野
頭
首
工

の
か
さ
上
げ
な
ど
施
設
の
強
化
に
よ
り
、

昭
和
33
年
に
は
受
益
地
を
拡
大
し
、
畑
地

灌
漑
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
昭
和
42
年
に
は
田
原
湾
干
拓
が
除
外

さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
川
用
水
計
画
は
、
戦
前
の
干
拓
新
田

開
発
と
水
田
灌
漑
を
目
的
と
し
た
も
の
か

ら
、
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
と
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
に
よ
る
畑
地
へ
の
周
年
灌
漑
と
い
う

方
針
転
換
に
よ
り
、
渥
美
郡
の
農
業
は
発

展
の
機
会
を
得
た
の
で
す
。

（
執
筆
委
員
・
藤
城
信
幸
）

▼
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
た
新
一
年
生
は
、

期
待
と
不
安
に
胸
を
ふ
く
ら

ま
せ
桜
の
木
の
下
を
駈
け
て
き
ま
し

た
。満
開
の
桜
が
子
ど
も
た
ち
を
祝

福
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。だ
れ
で

も
最
初
は
一
年
生
。大
人
に
な
っ
て

も
人
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。（
Ｏ
）

【
表
紙
の
写
真
】清
谷
川
の
桜
並
木
と
新
一
年
生

本誌は再生紙を使用しています。
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（『豊川用水史 資料編』付図に水路を着色）

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

昭和５年

昭和23年

昭和24年

昭和29年

昭和33年

昭和36年

昭和42年

開田(未懇地・畑から水田に）
干拓新田
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（単位：ha）●事業計画に見る計画受益地面積の推移

（『豊川用水技術誌』から作成）
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